
心
を
と
ら
え
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
の
巧
み
な
話
術
の
一
端
を
ご
紹
介

し
よ
う
。

本
書
に
は
植
村
直
己
、
織
田
信
長
、
鴨
長
明
、
夏
目
漱
石
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
、
新
田
義
貞
、
吉
田
兼
好
お
よ
び
和
辻
哲
郎
な
ど
、
歴
史
的
に
は

有
名
で
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
も
環
境
衛
生
に
は
縁
の
な
さ
そ
う
な
人

物
が
登
場
し
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
は
誰
一
人
と
し
て
水
と
空
気

の
問
題
に
無
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
ど
う
い
う
関
係
か
と
興
味
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
ぜ
ひ
本
書

の
ご
一
読
を
お
す
す
め
す
る
。
著
者
の
軽
妙
な
タ
ッ
チ
が
十
分
満
足
を

与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
山
本
俊
二

〔
労
働
科
学
研
究
所
出
版
部
、
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
二
’
八
’
一
四
、
電
話

○
四
四
’
九
七
七
’
二
一
二
一
、
一
九
九
三
年
、
Ａ
五
版
、
三
四
○
頁
、

四
九
○
○
円
〕

本
言
は
、
青
山
学
院
大
学
教
授
で
本
学
会
評
議
員
で
あ
り
、
人
物
叢

書
「
杉
田
玄
白
」
を
は
じ
め
聞
学
関
係
の
著
書
の
多
い
片
桐
一
男
博
士

が
、
越
中
高
岡
の
蘭
方
医
長
崎
浩
斎
の
ぼ
う
大
な
資
料
を
精
力
的
に
調

査
研
究
整
理
さ
れ
た
魅
力
的
な
労
作
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
蘭
学
史
の
研
究
に
は
「
資
料
的
制
約
に
阻
ま
れ
て

進
展
を
み
な
い
で
い
る
分
野
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
蘭
学

塾
の
内
容
調
査
・
分
析
、
蘭
学
界
に
お
け
る
中
央
と
地
方
と
の
関
係
、

片
桐
一
男
著
『
藺
学
、
そ
の
江
戸
と
北
陸

ｌ
大
槻
玄
沢
と
長
崎
浩
斎
ｌ
』

そ
の
人
的
・
物
的
交
流
な
ど
な
ど
、
重
要
問
題
で
取
り
残
さ
れ
て
い
る

問
題
」
が
、
思
い
の
ほ
か
多
い
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
長
崎
浩
斎
関
係

資
料
は
内
容
が
頗
る
豊
富
で
あ
り
、
こ
れ
ら
未
解
決
の
諸
問
題
に
対
し

て
具
体
的
な
解
答
を
与
え
う
る
も
の
が
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
内
容
は
、
第
一
部
の
資
料
篇
と
第
二
部
解
説
篇
と
か
ら
成
っ

て
い
る
が
、
そ
の
資
料
篇
は
誠
に
多
彩
な
内
容
で
あ
り
、
特
に
文
化
十

四
年
（
一
八
一
七
）
江
戸
へ
遊
学
し
た
長
崎
浩
斎
が
大
槻
玄
沢
と
杉
田
立

卿
ら
に
学
ん
だ
と
き
の
記
録
『
東
遊
櫟
録
』
と
、
高
岡
へ
帰
っ
た
後
も

頻
回
の
文
通
に
よ
り
玄
沢
の
指
導
を
仰
い
だ
そ
の
大
槻
玄
沢
と
長
崎
浩

斎
と
の
往
復
書
簡
四
十
一
通
の
紹
介
と
は
、
何
と
い
っ
て
も
本
書
の
圧

巻
で
あ
る
。

江
戸
の
中
心
的
蘭
学
塾
の
大
槻
玄
沢
の
「
芝
藺
堂
」
と
杉
田
立
卿
の

「
天
真
楼
」
と
に
学
ん
だ
浩
斎
の
備
忘
記
事
の
『
東
遊
楪
録
』
は
、
江

戸
の
蘭
学
塾
の
学
習
の
内
容
と
人
々
の
交
流
を
具
体
的
に
伝
え
て
い

て
、
誠
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
浩
斎
の
よ
う
な
短
期
間
の
蘭
学
書

生
は
「
医
範
提
綱
」
や
「
解
体
新
書
」
の
講
義
を
聞
い
て
、
更
に
繩
帯

の
実
習
な
ど
を
受
け
て
い
る
が
、
翻
訳
力
ま
で
は
求
め
て
い
な
い
様
子

な
ど
が
知
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
大
槻
玄
沢
の
書
簡
は
新
出
の
一
大
資
料
群
で
あ
っ
て
、
蘭
学

の
中
心
の
江
戸
と
北
陸
と
の
蘭
学
の
交
流
は
、
書
籍
の
翻
訳
や
新
刊
の

情
報
、
そ
の
入
手
の
あ
っ
せ
ん
や
写
本
の
提
供
か
ら
、
更
に
は
広
範
な

知
識
・
意
見
の
交
換
へ
と
、
こ
の
師
弟
が
示
す
知
識
欲
、
蒐
集
意
欲
の

強
さ
に
は
全
く
驚
く
ほ
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
輸
入
文
化
た
る
蘭
学
が
、

ど
の
よ
う
に
受
容
消
化
さ
れ
、
地
方
へ
浸
透
し
て
行
っ
た
の
か
、
近
世
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日
本
の
文
化
の
様
相
を
考
え
る
上
で
、
誠
に
示
唆
深
い
資
料
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

近
代
日
本
の
出
発
は
明
治
維
新
で
は
な
く
、
杉
田
玄
白
の
「
解
体
新

書
」
の
翻
訳
に
は
じ
ま
っ
た
、
と
い
う
の
が
、
い
ま
や
定
説
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
玄
白
が
翻
訳
の
苦
心
を
綴
っ
た
名
著
「
蘭
学
事
始
』

は
、
何
故
か
明
治
以
前
の
筆
写
本
が
極
め
て
少
な
く
、
し
か
も
そ
れ
ら

に
は
『
閉
東
事
始
」
と
『
和
蘭
事
始
』
と
い
う
二
種
の
題
名
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
「
蘭
学
事
始
」
と
題
す
る
筆
写
本
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
興
味
深
い
謎
の
解
明
に
も
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
大
槻
玄

沢
の
手
紙
が
、
一
つ
の
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
て
い
る
。
即
ち
、
「
藺

学
事
始
』
の
写
本
入
手
を
熱
望
し
た
浩
斎
に
対
し
て
、
玄
沢
か
ら
彼
に

鵬
ら
れ
た
も
の
は
「
蘭
東
事
始
」
で
あ
っ
た
が
、
玄
沢
は
そ
の
ど
ち
ら

も
自
分
が
命
名
し
た
題
名
で
あ
る
事
を
浩
斎
に
説
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
既
に
木
々
康
子
氏
が
そ
の
著
書
『
蒼
龍
の
系
譜
」
で
紹

介
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
そ
の
資
料
の
全

貌
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
は
誠
に
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
多

数
の
貴
重
な
資
料
を
丹
念
に
解
読
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
著
者
の
ご
努
力

に
対
し
て
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

本
書
は
、
北
陸
の
蘭
方
外
科
医
長
崎
浩
斎
の
業
績
と
そ
の
生
涯
に
つ

い
て
、
伝
記
的
、
書
誌
学
的
研
究
を
も
含
め
て
詳
細
に
、
親
切
に
解
説

せ
ら
れ
た
医
史
学
及
び
蘭
学
史
研
究
の
好
著
で
あ
り
、
更
に
広
く
日
本

の
文
化
史
的
研
究
へ
の
拡
が
り
を
も
っ
た
興
味
あ
る
労
作
と
い
え
よ
う
。

（
津
田
進
三
）

「
不
思
議
な
こ
と
に
英
語
で
書
か
れ
た
コ
ッ
ホ
の
本
格
的
な
伝
記
本

は
ま
だ
出
て
い
な
い
。
本
当
の
と
こ
ろ
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
コ
ッ
ホ

の
伝
記
は
あ
っ
て
も
陳
腐
で
あ
り
、
お
よ
そ
と
り
つ
き
に
く
と
と
著

者
が
序
言
で
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
こ
の
欠
点
を
あ
ら
た
め
よ

う
と
の
つ
よ
い
意
気
ご
み
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
コ
ッ
ホ
の
伝
記
で
あ

ヂ
ハ
ン
Ｏ

こ
の
事
情
は
わ
が
国
で
も
同
様
で
、
日
本
語
で
よ
め
る
ゴ
ッ
ホ
の
伝

記
は
皆
無
に
ひ
と
し
い
と
い
っ
て
も
よ
い
状
況
で
あ
る
。
ル
イ
・
パ
ス

ッ
ー
ル
に
く
ら
べ
る
と
、
同
じ
細
菌
学
者
で
あ
り
、
近
代
細
菌
学
の
創

成
期
に
偉
大
な
業
績
を
あ
げ
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
の
格
差

に
不
思
議
な
感
を
い
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
・

本
書
の
原
著
者
ト
ー
マ
ス
．
Ｄ
・
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
九
二
六
Ｉ
）
は
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
傑
出
し
た
微
生
物
学
者
で
、
数
お
お
く
の
論

文
を
発
表
し
て
お
り
、
配
ミ
晨
習
（
『
ミ
局
ご
ミ
鱒
ミ
易
蒼
（
ご
麓
）
は
定
評
あ

る
教
科
書
と
し
て
お
お
く
の
読
者
を
え
て
い
る
。
ま
た
医
史
学
書

〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七

五
一
’
一
七
八
一
、
一
九
九
三
年
、
四
六
判
、
三
三
一
頁
、
定
価
九
○
六

四
円
〕

ト
ー
マ
ス
。
Ｄ
・
ブ
ロ
ッ
ク
著

長
木
大
三
・
添
川
正
夫
訳

『
口
ｌ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ

医
学
の
原
野
を
切
り
拓
い
た
忍
耐
と
信
念
の
人
』
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